
－ 1 － 

                          日時：令和３年８月 20 日 

開会 午後３時 48 分 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  それでは定刻になりましたので、令和３年度第１回大

阪市イノベーション促進評議会を開催いたします。 

 本日の評議会は、大阪イノベーションハブの会場とインターネットを通じて相互に映像と

音声の送受信を行う方式、いわゆるウェブ会議の形式で進行するとともに、ＹｏｕＴｕｂｅ

により同時配信しております。 

 まず初めに、各委員と映像・音声の相互通信に問題がないかを確認させていただきます。

なお、北岡委員につきましては、本日ＯＩＨにお越しいただいております。 

 岡委員、聞こえますでしょうか。 

○岡委員  大丈夫です。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  大丈夫ですか。フォーリー委員、いかがでしょうか。 

○フォーリー委員  はい。大丈夫です。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  お願いします。山本委員、いかがでしょうか。 

○山本委員  大丈夫です。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  ありがとうございました。通信状況の確認は以上です。 

 本評議会は平成 25 年に設置したものでございますが、前任の委員の皆様におかれまして

は任期満了に伴い昨年度末をもちまして退任されました。 

 今年度からは、参考資料１の名簿にございますとおり、新しい委員の方々に就任いただい

ております。北岡委員、岡委員、フォーリー委員、山本委員の４名でございます。どうぞ、

よろしくお願いいたします。 

 本評議会は、参考資料２の執行機関の附属機関に関する条例に基づき設置されておりまし

て、グローバルイノベーションの創出の支援に関する事項の調査審議及び市長に対する意見

の具申をお願いしております。どうぞよろしくお願いいたします。 

 それでは、開会に当たりまして、大阪市経済戦略局イノベーション担当部長の川村から御

挨拶申し上げます。 

○大阪市経済戦略局（川村部長）  委員の皆様、お忙しい中、本日は御出席をいただきま

してありがとうございます。私は、大阪市経済戦略局でイノベーション担当部長をさせてい

ただいております、川村と申します。よろしくお願いいたします。 

 また、本協議会の委員にこのたび皆様御就任いただきましたことを、重ねてお礼を申し上
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げます。ありがとうございます。 

 先ほど、司会からも御説明がございましたように、本協議会は大阪市の条例で設置をさせ

ていただいておりまして、大阪市のグローバルイノベーションの創出支援施策を実効性のあ

るものとして推進していくために、イノベーションやビジネスに精通する皆様から専門的知

見に基づく評価や助言をいただくことを目的として開催をさせていただいております。 

 本日は、昨年度事業の主な取組を後ほど御紹介をさせていただきますが、その事業にかか

る評価のお願いをいたしますとともに、今後の取組の方向性、事業実施等にかかる御助言や

御意見を賜りたいと考えております。 

 実は、今年度から、本市ではグローバルイノベーション創出支援事業につきましては、大

阪産業局へ従来であれば業務委託という手法で進めさせていただいておりましたが、今年度

からは事業交付金という新たな手法に変更をいたしております。これは、より弾力的に事業

実施を進められるようにとの狙いで変更をしたものでございますが、本日、委員の皆様から

も御意見等を各種賜りまして大阪のエコシステムのより一層の充実を図っていければと存じ

ますので、本日はどうぞよろしくお願いいたします。ありがとうございました。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  ありがとうございました。 

 早速ですが、委員の皆様には委員長の選出をお願いしたいと存じます。参考資料２の後ろ

から２枚目の裏面以降に、大阪市イノベーション促進評議会規則をつけておりますけれども、

その第４条では、当評議会では委員の互選によりまして委員長を置くことになっております。

いかがいたしましょうか。 

○フォーリー委員  よろしいでしょうか。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  お願いします。 

○フォーリー委員  私のほうから御提案がございまして、これまでの知見とか御経験も鑑

みまして、北岡委員を委員長に推薦させていただければと思うのですが、いかがでしょうか。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  ただいまフォーリー委員から、北岡委員を推す声があ

りましたけれども、皆様いかがでしょうか。 

（「賛成」の声あり） 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  ありがとうございます。北岡委員、よろしいでしょう

か。 

○北岡委員  はい。どうも大役ですけれども務めさせていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 
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○大阪市経済戦略局（馬越課長）  ありがとうございます。それでは、北岡委員に委員長

をお願いいたします。 

 また、同じく、この規則によりまして、あらかじめ委員長は職務を代理する委員を定めて

おく必要がございます。北岡委員長、いかがさせていただきましょうか。 

○北岡委員長  ぜひ、関西のスタートアップに対して御尽力いただいております岡委員を

指名したいと思いますが、いかがでしょうか。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  岡委員、いかがでしょうか。 

○岡委員  はい。ありがとうございます。精いっぱい務めさせていただきたいと思います。

よろしくお願いします。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  ありがとうございます。では、委員長代理は岡委員に

お願いいたします。 

 それでは、これより、北岡委員長に議事進行をお願いしたいと思います。 

 北岡委員長、どうぞよろしくお願いいたします。 

○北岡委員長  初めまして。大阪大学の北岡でございます。このたび、このような委員会

に委員として選ばれ、また委員長として御指名いただきましたので、精いっぱい皆様方のた

めに、大阪のために鋭意務めさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたしま

す。 

 私のほうですけれども、現在大阪大学で大学発スタートアップを進めているわけでござい

ますが、昨今、岡さん、フォーリーさん、いろいろな方々と連携しながら、ぜひ大阪だけで

はなくて関西圏全体のスタートアップを推進していきたいということで、大学、産業界、行

政、いろいろなところとネットワークを組ませていただいております。 

 そういった意味で、今回４名の委員の方々からいろいろ御意見をいただきながら、この大

阪市、関西のためにいい形になればと思いますので、御協力よろしくお願いしたいと思いま

す。 

 それでは、議事を進めてまいりたいと思います。資料１枚目の次第を御覧ください。 

 本日の議題は（１）から（４）になっておりまして、まず、令和２年度の主な取組みにつ

いて。令和２年度の事業評価について。令和３年度の取組みについて。その他、皆様方の御

意見を頂戴するという形になっております。 

 まず、議題１と議題２について、まとめて事務局より御説明をいただいた後、各委員から

御意見、御感想をいただき、全員で評価を行いたいと考えております。その後、議題３及び



－ 4 － 

４について、再びまとめて事務局より報告をいただき、皆様から御意見や御感想をいただき

たいと思っております。 

 円滑な議事進行に御協力をお願いいたします。 

 では、早速ですが議題１及び２について、事務局から説明をお願いいたします。よろしく

お願いします。 

○大阪市経済戦略局（井上課長代理）  イノベーション課長代理をしております、井上で

ございます。グローバルイノベーション創出支援事業、令和２年度の主な取組みについて、

ただいまより御説明させていただきます。 

 御説明をさせていただいた後、その取組について評価いただくとともに、その後、令和３

年度の取組をまた紹介をさせていただきます。 

 それでは、資料１、グローバルイノベーション創出支援事業の取組について説明いたしま

す。 

○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  田原と申します。まず、資料１の２ページを御覧

ください。 

 こちらは、本市のイノベーション施策、イノベーション創出支援の施策の全体像をシンプ

ルに図にしたものでございます。これは、既に御案内のことも多いかと思いますが、今回初

回ですので少し時間をかけまして、改めてになりますが御紹介いたします。 

 まず、本市の施策の大きなミッションですけれども、一番下に書いておりますように、イ

ノベーションの創出の重要プレーヤーであるスタートアップの創出と成長をサポートしまし

て、地域に集積する大企業とか、大学研究機関とか、ＶＣ、金融機関、メディア、その他

様々なステークホルダーの皆様とともに、大阪関西にイノベーションのエコシステムをつく

ることになっております。 

 具体的な取組、左上の枠で囲んだところにございますが、８年前の 2013 年に、大阪駅の

北側の再開発地域、うめきたと呼んでおりますが、こちらに先行まちびらきしたのに合わせ

まして、この大阪イノベーションハブを開設いたしました。ここを拠点に市の施策として実

施してまいりました。 

 どんな成果の形をつくっていくかの観点で申し上げますと、左上からコミュニティ形成、

人材育成、プロジェクト創出と書いてあります。それらそれぞれを実現するためのコンテン

ツが、ちょっと色を濃く塗りました４か所ですね。このイベント、プログラムというのを書

かせていただいております。 
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 この取組のショーケースといたしまして、年１回実施しております、国際イノベーション

会議「Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａ」がございます。それから、大阪市が直営で実施しております、

産学連携の補助金が、右下のほうに書いております。 

 これらの詳細は後ほど個々に御紹介をいたします。これら、いずれも大阪市だけではなく

て、公益財団法人の大阪産業局をはじめたくさんの機関、団体、それから個人の皆様のお力

を借りながら一緒に進めてまいりました。 

 もう一つ、重要な点がございます。今回、大阪市のイノベーション促進評議会なので、当

然大阪市の取組の話をするんですけれども、イノベーションとかスタートアップのサポート

の世界は、自治体の境界にとらわれずに柔軟に広域で進めないといけないという部分もござ

います。ＯＩＨは、当初からグローバルで勝負しますということを打ち出しております。つ

まり、大阪からスタートアップに世界に羽ばたいてほしいと。逆に、世界から様々なものを

大阪に引き込みたいと。 

 ただ、やはりこの分野は世界とまともに勝負しようと思ったら、大阪市というエリアも余

りにも小さく、大阪全体というのはもちろんのこと、京都や神戸やその他の地域も含めた関

西全体を一つの都市圏として内外に認識してもらわないと、なかなかまともに相手にされな

いという意識は当初から持っておりました。 

 その点、このＯＩＨがありますうめきたは京阪神の交通の結節点でもあり、関西のスター

トアップ支援の拠点として大きな地の利を持っております。 

 ＯＩＨの開設の当初は、同じようにスタートアップの支援をする地域というのがほとんど

全国にございませんでした。ただ、その後、徐々に東京や福岡や、名古屋と増えていきまし

て、国の各省庁とか政府系機関のサポートもかなり手厚くなってまいりました。国全体でス

タートアップを応援していこうという機運が盛り上がってきました。 

 そういうのもありまして、本市も大阪府、それから京都府、京都市、兵庫県、神戸市、と

いった近隣の自治体と連携する機会が増えることになりました。 

 こうしてスタートアップの創出と成長を応援していこうという機運が全国で盛り上がる中、

２年前に一つの節目がございました。それが拠点都市です。次の３ページを御覧ください。 

 ちょうど２年前の夏、国の内閣府が一つの戦略を打ち出しました。これは、世界の先進地

域を見ながら世界に伍する日本型のスタートアップのエコシステムの拠点の形成と発展を目

指す、つまり、スタートアップやその支援者の一定の集積と潜在力を有する都市、こういっ

た都市を幾つか選ぶ。そして、その選ばれた都市に対しては、国の関係省庁が一体となった
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集中支援をするという戦略になっております。 

 大阪では、これを受けまして、まず大阪府や経済団体と一緒になって大阪スタートアップ

エコシステムコンソーシアムというものを立ち上げました。その後、近隣の京都、神戸のエ

リアとも協議しまして、結局京阪神でくっつくことになりました。 

 その結果、「大阪・京都・ひょうご神戸コンソーシアム」という一つの団体として申請し、

昨年の７月にグローバル拠点都市に選定されました。 

 この選定では、これまでの各都市の取組の京阪神それぞれの取組の蓄積とか、既に京阪神

で一定の連携をしてきたという基盤もございます。加えて、評議会の委員の皆様をはじめ、

様々な方々の御支援のおかげであると考えております。 

 ちなみに、この拠点都市は全国で８か所、そのうち、より手厚い支援を受けられるグロー

バル拠点が京阪神を含めて４か所、それから、推進拠点というのが４か所になっております。

８か所の中で、この京阪神のように複数都市が完全に対等な関係でくっついて一つのエリア

を形成している、これは京阪神だけでございます。 

 拠点都市に選ばれると、どんないいことがあるのか、あるいは、何が求められるのかを御

紹介いたしますと、この図の左側です。こちらが政府による支援でございます。たくさんあ

るんですけれども、最も分かりやすく直接的なものが、この左上の太枠、赤い枠で囲んでお

ります、ランドマークプログラムと呼んでいるものです。これは、いわゆる海外アクセラレ

ーターです。これは後ほど御説明いたします。 

 それから、真ん中の部分は、こちらは各拠点で産学官のいろいろな主体の入ったコンソー

シアムをつくってくださいというものなんですけれども、大阪ももともとＯＩＨを中心にい

ろいろな事業をやる中で産学官が連携して一体となって取り組んできたというベースがあり

ますので、そこにさらに仲間を増やす形でコンソーシアムをつくって発展させてきました。

こちらの事務局は、大阪産業局が担っております。それに、京都、ひょうご神戸にもそれぞ

れ同様のコンソーシアムがございます。 

 最後に、一番右側ですね。こちらは、各拠点都市の目標と書いていますが、これは拠点ご

とにこういったテーマで目標をちゃんと掲げ、大体５年を目安に達成に向けて頑張ってくだ

さいというものです。こちらも、後ほど資料の３に記載しておりますので御紹介をいたしま

す。 

 次、４ページにまいります。 

 では、その国による支援メニューのうち、既に実施されたものを一つ御紹介いたします。 
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 これが、海外のアクセラレーターによる、アクセラレーションプログラム。これは全国で

一斉に実施されたものです。グローバル拠点都市４か所に対してなんですけれども、具体的

にはアメリカのＴｅｃｈｓｔａｒｓとＷｉｌｌの２社によるアクセラレーションプログラム

をオンラインで実施いたしました。 

 僅か２か月という短期間の間にメンタリングを通じた事業構想の策定とか、あとは英語で

のプレゼン技術の向上とか、海外プロモーション。そして、海外の協業先とか販路の探索。

それからネットワーク構築と。そういったたくさんのことを吸収しましょうというフルバー

ジョンの集中支援になりました。 

 参加スタートアップは全国の４拠点で 50 社ありまして、大阪では５社、京都では３社、

ひょうご神戸では５社が参加いたしました。 

 大阪の参加企業は、こちら図に書いてありますとおりです。どうしても２か月のアクセラ

レーションプログラムなので、なかなかすぐに目に見える成果というのは難しいのですけれ

ども、御紹介しますと、例えば、首都圏の大企業との商談に成功したとか、ヨーロッパでの

プレスリリースがうまくいった、ヨーロッパでのオンラインによる商談会に参加できたとか、

国内のＶＣからの資金調達に成功したとか。参加したスタートアップからはこういった声を

今現在で聞いております。 

 あと、最後一番下に大阪コンソーシアムの動きとありますが、この海外アクセラレーター

のプログラムへの参加者をサポートすべく、伴走者を確保して一緒に頑張っており、コンソ

ーシアムの内部でも情報共有はもちろんなのですけれども、コンソーシアムとして主体的に

サポートする力を上げるように、組織の力を上げていきたいと思っております。 

 また、京阪神連携では、相互情報発信とか、イベントへの相互乗り入れとか、エリア一体

としての動きというのをつくっていく。そんなことになっております。 

 今回、内閣府の支援メニューは御紹介したのですけど、ほかにも経済産業省、文部科学省、

それぞれから支援メニューというのを出されていますので、これはまた後ほど触れさせてい

ただきます。 

 続きまして、５ページに移ります。 

 「国際イノベーション会議 Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａ 2021」ですね。これも委員の皆様に

はこれまでから個別の形でいろいろサポートいただくことがあったんですけれども、こちら、

大阪の取組とか成果のショーケース。もともとは若手のスタートアップを中心に海外に羽ば

たくきっかけづくりをしてもらおうとか、世界のトレンドの紹介、それから、対日投資に資
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するような交流とかビジネスにつながる商談会、こういったことを加えながらこれまでやっ

てきたところです。８回目となる今年は初めてオンライン開催になりました。Ｈａｃｋ Ｏ

ｓａｋａは御存じかと思うんですけど、やはり人の集積と濃密な交流ですね。これがあって、

そのイベントをきっかけに偶発的な出会いとか、ビジネスのきっかけの場を提供しましょう

と。そういうのを売りにしていたので、やはりコロナ禍で大分このやり方が影響を受けてし

まった取組の一つになっております。 

 今回、グローバル拠点に選定された直後でして、京阪神が一丸となってやりましょうと言

っていたタイミングでもあり、かつ、オンラインの元年ということもありましたので、大阪

に来てもらわなくても気軽に世界のどこからでも参加できるという利点も得ました。 

 そうしたことから、まずはこの京阪神エリアの認知度を上げましょうと。魅力をいろいろ

な角度から発信しましょうと。こういったことにこの 2021 では注力いたしました。 

 概要と実施状況という下半分のところに囲んだところにいろいろ書いておるのですけれど

も、登録者は 960 人とあります。これは、本番の国際会議の部分に加えて、前後の１か月間

ずつでオンライン交流できるプラットフォームをつくりまして、それらも含めた参加者が

960 人でした。ちなみに、英語で全部進行して、日英の同時通訳も入れたんですけども、英

語バージョンの利用者は 18％でした。コンテンツは記載してありますように、キーノート

スピーチ、パネルディスカッション。それから、10 社中９社が海外勢であるピッチコンテ

スト。それから、関西のいろいろな魅力発信のコーナーであるローカルアップデートという

のを入れております。 

 また、その１週間後には、海外のスタートアップ 13 社と、大阪関西の主に大企業、投資

家等との商談会というのを 56 件実施しました。あと、関西の大学の技術シーズを、大阪・

関西の企業につなぐマッチングを 13 件実施しております。 

 このＨａｃｋ Ｏｓａｋａ 2021 は、オンラインの利点も上手く使いまして、特に海外

からの参加者から好評いただき、対日投資の観点でも、海外スタートアップの大阪拠点の開

設を後押しできたり、一定の成果を残すことはできたのですけれども、次回の 2022 に向け

ては、よりターゲットを明確にして成果の創出といったところにこだわって作っていきたい

と思っています。 

 なお、Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａは、大阪市のほかに公益財団法人の都市活力研究所、それか

らジェトロ大阪と実行委員会をつくって実施してまいりました。今年度からは、この実行委

員会に大阪産業局も加えて４者体制で進めていきたいと思っております。 
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 以上でございます。 

○大阪市経済戦略局（井上課長代理）  続きまして、６ページからグローバル展開に向け

た取組、令和２年度中に行った取組について御説明させていただきます。 

 まずは、このコロナ禍におきまして、令和２年４月７日には政府におきまして緊急事態宣

言が出されまして、大阪においては外出自粛を含めた対策を行ってまいりました。大阪イノ

ベーションハブにおきましても、４月９日から５月３１日までＯＩＨの施設の一般利用を休

止するとともに、イベントについても中止という判断をいたしました。６月からは、施設の

使用人数を制限する等の対策を講じるとともに、オンラインを主体としたｗｉｔｈコロナと

いう取組で進めてまいりました。 

 新たな連携によるイベントにつきましては、オンライン化を進めることによりまして、海

外との時間・距離の障壁が低くなりまして、こちらのほうにありますドイツのアクセラレー

ターでありますとかＮｅｘｔ Ｓｔｅｐ Ａｓｉａとの連携、シンガポールのスタートアッ

プシンガポールが主導となって国を挙げて取り組むスタートアップコンテストであります、

Ｓｌｉｎｇｓｈｏｔとの連携など、新たな連携先との協力を推進することができました。 

 中段左側のＨａｃｋ Ｏｓａｋａにつきましては、先ほど説明させていただきましたので、

次に右側ですね。ＧＥＴ ＩＮ ＴＨＥ ＲＩＮＧ ＯＳＡＫＡについて御説明いたします。 

 昨年度と同様に、新型コロナウイルス感染症対策といたしまして人の密集を避けるため昨

年 12 月３日にオンライン開催をいたしました。オランダ発祥の国際ピッチバトルでありま

して、今回大阪イノベーションハブで開催するのが５回目となりました。規模に応じて３階

級を実施いたしまして、うち２階級は日本企業が選ばれております。決勝は、令和３年４月

に同じくオンラインで開催され、こちらのほうにも記載させていただいておりますけれども、

日本から出場した企業が優勝いたしました。 

 また、下段に移りますけれども、新たなネットワークの構築として東南アジア地域におい

てスタートアップ支援の中心的役割を担っておりますＡＣＥ様と包括的な協力を行うことと

するＭＯＵを締結いたしました。８月には、オンラインイベント共催で実施いたしまして、

各国３社ずつスタートアップが登壇いたしました。オンラインでの海外連携のきっかけづく

りを始めております。 

 ７ページに移ります。 

 イノベーション創出に向けた取組ということで、イノベーション人材のコミュニティ形成

イベント、人材育成プログラムで起業家人材の発掘、育成を進めております。 
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 また、下段のほうになりますけども、高校生、大学生向けのプログラムを事業者と共催で

実施し、イノベーション創出の裾野拡大を進めてまいりました。 

 続きまして、８ページにまいります。 

 こちら、我々がイノベーションエクスチェンジと呼んでおります企業様側からのオープン

イノベーションの取組につきまして、載せておりますとおりの実施を行いました。沖電気工

業様、サンスター様との共同開発、提案というのをいただきまして、組織間交流を促進いた

しました。 

 また、下段のピッチイベントになりますが、うめきた、こちらの大阪イノベーションハブ

がありますうめきたで行っております、うめきたピッチ。それから、またミライノピッチな

どの資金調達、販路拡大の機会提供事業についても順調に推移しております。 

 続きまして、９ページになります。 

 ＯＩＨシードアクセラレーションプログラム、ＯＳＡＰというものです。これは、大阪市

のほうで行っておりますシード期のスタートアップについての支援を行う、創業前後のスタ

ートアップに対して企業経験者、ＶＣ、メディア、専門家等と連携して事業成長の加速支援

を行っている事業でございます。 

 これにつきましては、既にもう 10 回開催しておりまして、令和２年度につきましては、

第９期、第 10 期を実施いたしました。計参加 20 社の加速支援を行いまして、１期 10 社ご

とになっておりますので、これで通算 100 社を支援したこととなり、下段の実績のほうにな

りますけれども、資金調達額で 99 億円を超えるような成果を出しております。 

 続きまして、10 ページにいきまして、これが先ほど言いましたＯＳＡＰの採択企業の１

期から 10 期までの全 100 社の一覧となっております。 

 また、ＯＳＡＰにおきましても、次の 11 ページになりますが、スタートアップの海外展

開を目的にＯＳＡＰの採択企業から選抜で、海外展開支援プログラムを実施いたしました。

こちらもコロナ対策のためオンラインによる実施となりましたが、複数国におけるピッチ＆

ネットワーキングの機会の創出を行いまして、結果、現地企業また現地のアカデミア等との

個別商談会を 35 件創出、投資商談については現在も継続中でございます。 

○大阪市経済戦略局（渕上課長代理）  産学官連携担当課長代理の渕上でございます。続

きまして、大学の技術シーズの事業化支援の取組について説明させていただきます。 

 まず、資料の 12 ページでございますが、テックミーティングでございます。 

 こちらは、大学の研究シーズを企業との共同研究開発や特許の活用につなげていくことを



－ 11 － 

目指すマッチングイベントでございまして、研究者が自らシーズを発表・説明しますので、

参加者は当該技術を正確に知ることが可能となっております。 

 次、参加・実施状況の一番目ですが、昨年 12 月 10 日に「大阪府立大学・大阪市立大学 

ニューテクフェア」というイベントを開催しております。こちらは、スマートシティやパブ

リックヘルス等をテーマに、両大学から 10 題の技術シーズが発表されております。 

 また、「テックアライアンスウェビナー」と称しまして、大学発ベンチャーとのマッチン

グ会を２回実施しております。 

 ２つ目ですが、１月 27 日開催のイベントには 74 名が参加し、14 件の個別面談につなが

っております。 

 さらに、３つ目ですが、先ほど説明がありましたが、Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａの特設ページ

に関西の大学や大学発ベンチャーのシーズを紹介する動画を掲載し、面談の申込みを受け付

けるオンラインのマッチング会を開催しております。こちらは 13 件の個別面談につながっ

ております。 

 令和２年度につきましては、新型コロナウィルス感染防止のため、全てオンラインでの開

催となりましたが、遠隔地から容易に参加できるようになったというメリットもございまし

て、茨城県と連携し、３月 11 日に筑波大学や国の研究機関のシーズを発表いただいており

ます。 

 次に、下のほうですが、大阪大学発技術シーズに基づく事業化構想ワークショップ、こち

らを 11 月 29 日に大阪イノベーションハブ、大阪大学ベンチャーキャピタル、事業構想大学

院大学の共催で開催しております。本イベントは、事業家人材の育成を目的としたもので、

15 名の院生や研究員の皆様がシーズの発表と事業化構想に関する講義を受けた後、活発に

議論され、構想案をまとめられました。１日のワークショップでありましたが、実践的かつ

貴重な機会であったと、参加者から大変好評いただいておるところでございます。 

 続きまして、次のページ、13 ページでございます。 

 こちらは、大阪市イノベーション創出支援補助金でございまして、大学の技術シーズを基

にした産学連携の研究開発に対する補助金でございます。大学に対して、補助率２分の１、

上限額 200 万円の補助を行っております。 

 本補助金は、令和２年度末までに 90 件の交付を行っております。右側の表の交付確定件

数、大学別のほうの一番右、計の右下隅に書いてあるとおりでございます。 

 これまでに 11 件が事業化しておりまして、事業化率としては 12％を上回るレベルでござ
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います。直近では、左下の写真を載せておりますとおり、平成 28 年度に採択した兵庫県立

大学の「排水生物処理に関わる技術シーズ」が事業化しておりまして、企業のほうからは売

行きも好調であると伺っております。 

 以上でございます。 

○大阪市経済戦略局（井上課長代理）  続きまして、14 ページになります。大阪イノベ

ーションハブにおきます主な成果事例の紹介ということで、まず、大阪イノベーションハブ

のパートナー、一緒に協業いただける事業者というところで、ＯＩＨパートナー会員の登録

の純増数について御報告させていただきます。 

 令和２年度の実績といたしまして、44 者増ということになりました。全体といたしまし

て、大阪イノベーションハブのパートナーは 370 者を超えるパートナー数となっております。 

 主なパートナーといたしまして、こちらにお示しさせていただいております、アストラゼ

ネカ様。アストラゼネカ様につきましては、2020 年 11 月にヘルスケア分野におけるオープ

ンイノベーション活動を積極的に推進いたします「ｉ２.ＪＰ」というのを立ち上げられて

おります。そちらと、令和２年８月に登録いただいてから後、本市の大阪イノベーションハ

ブのスタッフが「ｉ２.ＪＰ」のキックオフイベントに登壇し、ＯＩＨの取組等を発信する

など、引き続いての連携を進めております。 

 また、次の株式会社ＮＴＴドコモ・ベンチャーズ様。こちらもスタートアップやイノベー

ション機会の発掘に取り組まれているということで、大阪イノベーションハブと共同でピッ

チ等の実施を行っております。 

 次が、ノルディックイノベーションハウストウキョウ様。これは、北欧５カ国から成りま

すスタートアップ支援機関で、行政機関ということもあり世界中に拠点がある事業者様でご

ざいます。こちらにつきましては、クリーンテクノロジーをテーマに、北欧と日本のスター

トアップ・成長企業が登壇するイベントというのを共同で実施をいたしました。 

 続きまして、15 ページ。こちらは、創出したプロジェクトの支援件数でございます。 

 令和２年度につきましては 54 件プロジェクト創出を行いまして、こちらが主なサービス

ということで、上から３つほどお示しさせていただいておりますが、Ｂｉｓｕ様、それから

関西学院大学におけます、これは新型コロナウィルス流行下におけるストレス要因とアロマ

オイルによる心理的効果の実証を行ったビジネスでありますとか。また、メディギア・イン

ターナショナル様というところが資金調達で成功したということでプロジェクト創出の件数

として挙げさせていただいております。 
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 以上、主な取組の説明となります。 

 続きまして、資料２にまいります。 

 資料２、令和２年度の事業評価について説明いたします。 

 令和３年３月 24 日に開催いたしました前回の評議会におきまして、年度途中ではありま

すが前委員の皆様に令和２年度事業の中間評価をいただいております。その評価の前提とい

たしまして、令和２年度は先ほども御説明させていただきましたけれども、緊急事態宣言を

受けまして、大阪市といたしまして大阪イノベーションハブを約２か月間閉館いたしました。

その影響を受けた事業区分につきましては、目標値に 12 分の２、２か月分を減じた補正を

行って評価を行っております。 

 左端の部分の指標区分というところに書いておりますとおり、事業例といたしましてアウ

トプット、成果ということでアウトカムに分けた上で、情報発信、コミュニティ形成と連結、

プロジェクト創出、そしてプロジェクトのショーケースと分類いたしまして、それぞれに対

して当初目標、補正後目標、実績見込みという構成にしております。 

 中間評価という部分が、前委員様に評価いただいた評価となっております。 

 それでは、アウトプットのところから御説明をさせていただきます。 

 まず、情報発信の合計ですが、これが中間評価では 779 件の状態でしたけれども、最終年

度末までで 948 件ということになりまして、目標は補正後目標の 583 件に対しまして目標達

成ということになっております。 

 下段にいきまして、コミュニティ形成イベントについて、外部団体や誘致したコミュニテ

ィとの連携を進め、こちらにつきましても目標を達成しております。 

 海外ワークショップにつきましては、海外渡航制限下でありましたので、大阪にあります

ＵＳＪの協力も得まして、デジタル世代の若者たちへのテクノロジーを通じて自分のやりた

いことというのをビジネスにするプログラムを実施いたしました。 

 下段にいきまして、プロジェクト創出にかかる事業については、オンライン等の対策を講

じた上で、人材育成プログラム、オープンイノベーションプログラム、ピッチイベント、大

阪シードアクセラレーションプログラムの新規参加企業数ともに補正後の目標に達しており

ます。 

 続きまして、プロジェクトのショーケースです。プロジェクトのショーケースにつきまし

ても、国際会議のオンライン会議という海外アクセラレーターと調整に時間、労力を要する

ものでありましたが、無事開催することができまして、視聴者につきましても一昨年度に行
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いましたリアル開催時と同等の参加者を得ることができました。 

 続きまして、アウトカムの説明をさせていただきます。 

 大阪イノベーションハブとつながった数といたしまして、フェイスブックのいいね、メー

ルマガジンの登録者、Linkedin のフォロワーの純増数で測ることとしております。世界各

地のイノベーション拠点で発行される「Startup Guide」への掲載など、新たな情報発信に

も努めました。コロナ禍における主催、共催を含めたイベントの減などで、フェイスブック

の数字については達成することができませんでした。 

 続きまして、コミュニティ形成・連結です。 

 アウトプットのほうで御説明させていただいたとおり、外資系事業者を含めネットワーク

構築に努めた結果、パートナー数の純増数につきましては目標を達成しております。 

 続きまして、下段のプロジェクト創出です。プロジェクトの創出、推進支援については

54 件の創出支援を行うことができました。順調に推移しております。プロジェクトが獲得

した資金につきましても、昨年度 43 億円となり、目標を大きく上回っております。 

 最後のプロジェクトのショーケースになります。 

 国際イノベーション会議Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａにおける海外からの参加者数、メディア掲

載数におきまして目標を達成することができました。グローバル拠点の選定を受けまして、

京都、大阪、神戸の３都市連携の効果でメディアの注目度が上がっていたことも一因ではな

いかと評価しております。 

 以上になります。 

 中身につきましては、前回の中間評価をいただいておりますアウトプット及びアウトカム

の中間評価を御覧いただきまして確認いただきまして、最終的な評価についてよろしくお願

いいたします。 

 説明については以上になります。 

○北岡委員長  御説明ありがとうございます。大幅に遅れてますけど、どうしましょう。

審議時間は取ったほうがいいですか。 

○事務局  審議時間は取っていただいて結構です。 

○北岡委員長  分かりました。ちょっと今から 20 分ばかり御意見、質問も得ながら評価

について行っていきたいと思いますので、御協力をよろしくお願いいたします。 

 まずは、今の御説明いただきました令和２年度の取組について、何か御意見、御質問がご

ざいましたらお受けしたいと思いますけども、いかがでしょうか。 
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 岡さん、いかがですかね。 

○岡委員  じゃあ、いいですかね。 

○北岡委員長  お願いします。 

○岡委員 評価について、定量的な評価を今見させていただいたのですけれども、例えば、

期待に対する満足度とか参加者のアンケートとかそういったデータ、定性的な評価があれば

見たいなと思いました。 

○北岡委員長  いかがでしょうか。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  イノベーション課長の馬越でございます。今、満足度

のお話がございましたけれども、資料２で説明いたしました事業評価というのは、本日の参

考資料である基本方針の目標達成状況に照らして評価したものでございます。 

 満足度につきましては、ＯＩＨの各イベントを行いましたときにアンケートを取り、参加

者に聞いております。個々の事業については確かに評価をしておりまして、それをまたフィ

ードバックして次にイベントをやるときに反映させてはいるのですが、本日お願いしていま

す評価という点では、基本方針に照らしたものでございまして、その中に満足度についての

ＫＰＩは定めておりません。申し訳ございませんけれども、本日の評価は基本方針の目標に

照らしてということでお願いしたいと思っておりますので、どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

○岡委員  分かりました。 

○フォーリー委員  では、私のほうも。 

○北岡委員長  お願いします。 

○フォーリー委員  今回のこの事業評価のところで、さっき岡委員がおっしゃったとおり、

定量的になっているんですよ。これはどういうふうにしてこの評価をされているかというこ

とを聞きたいのですけど。今回の事業の目的としては、エコシステムの構築ですと。こうい

った個別の項目になっている定量的な評価が、どのようにしてエコシステムの構築に役立っ

ているかというところの結びつけというのはどう解釈しているのかお聞かせいただけるでし

ょうか。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  やはり我々もフォーリー委員がおっしゃいましたとお

り、エコシステムを充実させるということがまず大事だと思っております。 

 おっしゃるとおり、定量的な評価、参加者の満足度といったいろいろな見方があろうとは

思うのですけれども。まだ現時点ではプロジェクトの創出数とか、イベントが何件できたか
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とか、資金調達額とか、そういう個別のスタートアップの支援というのがどれだけできたか

というようなレベルに留まっております。満足度とか定性的な評価の部分というのは、これ

からの検討課題かなと思っておりまして、これからの評価をどういうふうにするのかという

こともいろいろ考えていかないといけないのですけれども、次回に向けた検討課題というこ

とで、また御意見がいただければと思っております。 

 本日段階では、先ほど岡委員の質問に対しての回答でも申しましたように、現時点での基

本方針の目標に照らしました評価ということでお願いしたいと考えております。 

 以上です。 

○フォーリー委員  ありがとうございます。 

○北岡委員長  山本委員、いかがでしょうか。お願いします。 

○山本委員  御説明、ありがとうございます。グローバルなエコシステムになっていくと

いうような目標があったと思うのですけれども、それに向けて大阪だけではなく京阪神とい

うところで対応していくというお話をいただいて、確かに、海外のスタートアップやエコシ

ステムが日本のエコシステムとつながろうと思ったときに、エコシステム自体がどれくらい

のポテンシャルがあるのかというのはすごく大切だと思います。 

 一方で、日本自体が海外から見ると、東京の名前は知られているけれどもそのほかのとこ

ろの名前は知られていなかったり、ビジネス慣習的なところがブラックボックスだったりと

いうところが結構あるので、じゃあ、例えば大阪とつながればどういったことが可能になる

のかという、グローバルの中で大阪を確立するようなポジショニングみたいなところ、エコ

システムとして他とつながるための強みというかＵＳＰみたいなところというのは、もし今

なければこれからお考えになると良いのではないかなというふうに思いました。 

 スタートアップにもいろいろあるんですけれども、いわゆるユニコーンの創出や成長のた

めには、ひょっとして大阪とか、京阪神圏では足りないということもあったりすると思うの

で、ここに来れば大きく成長していくためのどんな足がかりがあるのかというのがもうちょ

っと見える化されると良いのかなと思いました。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  おっしゃるとおりでして、大阪として発信できるもの

をつくっていかないといけないと我々も考えております。 

 先ほど資料１の中でも拠点都市という話がございましたけれども、国の取組でも、京阪神

から言っておりますのは、京阪神には京大とか阪大とか様々な優れた研究成果をもちます大

学がある。特にバイオ系ですね。そういった分野で強みを持つところもかなりあるので、な
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んとかそういう分野から、大学での研究成果などを生かして京阪神の魅力などを発信できな

いかということで、本日委員長をお願いしました北岡先生にもいろいろ御協力いただきまし

て様々な取組を進めているところでございます。 

 我々もそういうところから京阪神のポジショニングを高めるものを発信していきたいと思

っておりますので、また次回以降説明ができたらと思っております。引き続き、委員の皆様

からそのあたりのことも含めてよろしく御指導いただければと思っております。以上です。 

○北岡委員長  皆さんの意見を聞いて同感だなと正直思っております。満足度とかエコシ

ステム構築に向かってどうつながっているのかとか。日本全体として、大阪がなぜ知られて

いないのかということを考えたときに、今回資料を私も見させていただいて、何かイベント

の報告書というようなイメージ感があって。本来であればＯＳＡＰに採択されている企業が

100 社あって、Ｈａｃｋ Ｏｓａｋａに何十社か出たときに、それがどういうポートフォリ

オを組んでいて、それぞれがどういうフェーズにあって、どういうことを今悩んでいるのか

ということが分析されていると、多分海外から見たときとか、逆にベンチャーから見たとき

に、例えばスタートアップエコシステム拠点にこういうことをお願いしたいんだよという声

とかが集まっていれば、どういうマッチングをしていけばいいかという方向性が見えてくる

と思うんですけど。 

 いわゆる、満足度とか定性的な部分がどうしてもないとか、定量的にしても全体分析がで

きていないので、なかなか海外から見たときに分かりにくいのかなというのがちょっと報告

書を見て感じたところです。 

 せっかくこうやって今現在ＫＰＩに対してそれなりの数が達成されたという段階に来てい

ますので、やはり今３委員がおっしゃったように、これらの関西のベンチャーが今どういう

フェーズにあって、何が困っていて、どういうことをすればいいのかという分析をすること

がもうちょっと必要なのかなと、私自身が感じたところなのですけど。 

 何かそれに対してコメントはございますでしょうか。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  今おっしゃったようなことをこれから拠点都市の取組

の中でやっていかないといけないと我々も考えております。 

 今、北岡委員長をはじめ各委員からいただきましたような御指摘を反映できるような取組

を我々も進めていきたいと思っております。 

 そういう意見をいただくというのがこの評議会の大きな目的でもございますので、また至

らぬ点も多々あると思いますけれども、ぜひ、引き続き御意見をいただければと思っており
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ますので、よろしくお願いいたします。以上です。 

○北岡委員長  何となく、京阪神って関東から見ると仲が悪いと見られている一方で、ち

ょっとずつですけど現場感では一緒にやろうという意識もあって。そういうのをイベントを

どこでやるかというと多分もめたりするのでしょうけど、関西全体できっちりとスタートア

ップをまとめて分析していくということについては、これは協力していったほうが多分いい

というのはみんな感じることなので。そういうところで、協力したほうがお互いにとってウ

ィン・ウィンだよということについて、ぜひ一体感をもってやっていただくのがいいのかな

と思いましたし、我々大学もけんかばかりしていられないので、統合しながらシーズをまと

めてやっていこうと思っておりますので、その辺をぜひ大阪市さんを中心でまとめていただ

けるとありがたいかなと思いました。 

 何か、あとコメント、意見はございますでしょうか。どうぞ。 

○山本委員  今のコメントに追加みたいな感じなのですけど、よろしいですか。 

 アウトカムのところで、プロジェクト創出の資金調達額がすごく伸びているのを見たりし

ながら、これはシード期ではなくひょっとしてもうちょっと後のステージのものも入ってこ

の金額になったのかなというふうに思っていたのですが。 

 今、北岡委員長がおっしゃったように、分析の仕方をどう見せるかというところで、京阪

神の中でシードではこれぐらい何件入って幾らになっている。その次のステージでは、何件

あって幾らになっているというのが見えてくると、エコシステムがどういう形になっている

か、自分のスタートアップもしくは企業にとってどう合っているかというのがすごく伝わり

やすくなってくると思うので、定量的な数字ということも海外でもよく使われていて見えや

すいですけど、そのステージごとに分けていくと、エコシステムのリッチさがより表現され

ると思うのが一つ。 

 あと一つは、バイオのほうにフォーカス、力が入れられそうだということであれば、その

バイオのところとかに区切ってさらに出していくと、海外のバイオテックのエコシステムに

大阪、関西圏の魅力がより伝わりやすくなると思いました。 

○北岡委員長  正直、各国って結構、資金調達額とかベンチャー数とか分析を年ごとにさ

れていて。実際、大学発ベンチャーも今までは 1,000 社という数だけだったんですけど、最

近、時価総額とイグジットバリューまで全部考えて、一回日本の大学発ベンチャーを分析し

てみようというのを、今、文部科学省、経済産業省ともやっていますので。ぜひ、関西圏全

体でどういうふうな時価総額とか、イグジットバリューとか、どういうところを向いている
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のかというところを分析すると、多分その分析が海外から見たときに、だったら大阪に行っ

てみようかなというモチベーションになるのかなと思いますので、山本委員のおっしゃると

おりだと思います。ぜひ、期待をしたいと思います。 

 では、意見をいただく中で、令和２年度の事業評価につきまして、前回中間報告というこ

とで前委員が各項目についてつけていただいている状況にあります。これに関しまして、今

回、最終評価をするというのが今日の目的でもございまして。上からちょっとずつ確認して

いきたいと思います。 

 情報発信については、数値的には当初の目標をクリアしているということで、中間評価時

点ではＡでございましたが、最終評価としてどんな感じでございますでしょうか。Ａをさら

にＳにする、もしくはＡでいいんじゃないかと。これについて何か御意見はございますか。 

○山本委員  当初の目標を大幅に超えていると私には見えるので、Ｓで良いのではないか

と思います。 

○北岡委員長  そうですね。Ｓという判断について、何か異議等はございますでしょうか。 

○岡委員  それでいいと思います。 

○北岡委員長  はい。では、まずここに関しましてはＳに変えたいと思います。 

 次、コミュニティ形成・連結に関しましては、当初の目標から補正をかけたということで、

コロナ禍の影響が相当あったということでございまして。とはいえ、目標に関しまして達成

ができたというところでございまして。中間評価どおりＡということでございますけど、こ

れに関してはＡでいいかなと思いますけど、いかがでしょうか。 

○岡委員  それでいいと思います。 

○北岡委員長  では、Ａとさせていただきます。 

 次、プロジェクト創出に関しまして、ここは当初の目標に関しまして、オープンイノベー

ションプログラムの開催数とか、コロナにやはり影響するところは補正値を辛うじてクリア

しておりますが、当初の目標に対してはクリアしているものもあれば、クリアしていないも

のもあるということで。ここもコミュニティ形成と同様、やはりコロナの影響もあったとい

うことでＡというのが妥当かなとは思いますけれども、いかがでしょうか。 

○山本委員  いいです。 

○北岡委員長  はい。では、ここもＡという形にしたいと思います。 

 プロジェクトのショーケースということで、コロナ禍ではありますが、当初目標の国際会

議への参加者数ということで 700 名が、実績としては 960 名ということで。これは、多分オ
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ンラインもかなり入れてですかね。オンラインが逆に功を奏して、こういう国際会議の参加

者数が増えたということでございます。中間評価ではＡとなっておりますけど、いかがいた

しましょうか。 

○フォーリー委員  これ、一番初めの情報発信でＡをＳにしたロジックでいうと、これも

Ｓですよね。 

○北岡委員長  そうですね。実ではいってないけどオンラインでは増えたというところを

どう見るかというところですけども。昨今のこの状況において、オンラインというのは有効

な手段ではあるかなという気もしておりますけど。その辺を加味して、いかがでしょうか。 

○山本委員  いいと思います。オンラインで減っているところもあるので。 

○北岡委員長  なるほど。 

○山本委員  コロナでオンラインになったというのも結構最後のほうでなっていったんじ

ゃなかったかなというふうに記憶しておりまして。 

○北岡委員長  はい。 

○山本委員  そこでこれだけ増えたというのはとてもすごい実績だなと思います。 

○北岡委員長  なるほど。これに関してＳという評価に関して、御異議がある方はおられ

ますでしょうか。 

○フォーリー委員  いいと思います。 

○北岡委員長  では、Ｓということで評価したいと思います。 

 では、アウトカムに関してです。情報発信に関して、いいねの件数とか、メルマガの登録

とか、フォロワーの増加数ということで、ここに関してはコロナ禍いろいろあると言いなが

ら×がついたり、補正値で何とかクリアしているというものもあって。中間評価時点ではＢ

という評価がついているというところです。この辺に関して、どれぐらい異議をもつかとい

うことでございますけど、何かコメントはございますでしょうか。 

○岡委員  これについては、どれだけ情報発信するかによるので。ただ、これはそんなに

難しくはないし、その効果についてもクエスチョンも出るので、Ｂのままでもいいんじゃな

いかなと思いますけど。 

○北岡委員長  そうですね。Ｂというよりは、本当にほかのところのアウトカムにどう関

係したかのほうが重要でしょうね。 

○岡委員  そこをちゃんとやっているかどうかですよね。 

○北岡委員長  あまり重たい話でもないので、とりあえず、今年度はＢという形でそのま
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ま置いておくということで御異議はございますでしょうか。 

○岡委員  リアリティがあっていいんじゃないでしょうかね。 

○北岡委員長  分かりました。来年度頑張るという意味でもＢということで。ただし、そ

れに対する効果の検証も含めてやっていくということでＢという形にしたいと思います。 

 ＯＩＨのパートナー数については、先ほど御報告がありましたように、アストラゼネカさ

んをはじめ 44 者増えたということでございまして、これに対しましては、中間評価でもＳ

という評価をいただいておりますけども、そのままＳという形でよろしいでしょうか。 

○山本委員  はい。 

○岡委員  いいと思います。 

○フォーリー委員  はい。 

○北岡委員長  ありがとうございます。一番ポイントとして重要なプロジェクトの創出件

数と、それに対する資金調達額。実際には、海外事務所の開設、提携件数ということでござ

いますが。やはり、資金調達額が 43 億円に増えたというのが非常に大きなポイントである

かなということで、たぶん中間評価でもＳという評価をいただいているのかなと思いますが、

これに関して御意見はいかがでしょうか。 

○岡委員  それでいいと思います。 

○フォーリー委員  はい。私もＳでいいと思います。 

○北岡委員長  私たちは先ほど、意見を述べさせていただいたように、単年度のこの資金

調達額だけではなくて、やはり関西全体の規模感とか、今後に向けたイグジットバリューと

か、その辺を含めて今後分析ができるとさらに関西の魅力というのが見えてくるのかなとい

うのは、先ほどコメントを述べさせていただいたとおりです。この 43 億円が、多分実際に

はもっと関西全体では大きな成果を得ているのではないかなと思いますので、その辺は今後

期待をしていきたいと思っているところでございます。 

 では、最後になりますが、プロジェクトのショーケースに関してでございますが、これも

コロナ禍において国際会議への海外からの参加者数も 100 名に対しまして 134 名ということ

で、クリアをしているということで、中間評価からすると目標に対して達成したということ

でＡという評価をいただいていると思います。これに関して、御意見ございますでしょうか。 

○フォーリー委員  メディア掲載数が増えたというのは評価できますよね。 

○北岡委員長  なるほどね。これは大きいですよね。 

○フォーリー委員  オンラインで開催した結果、参加者数が増えたということだと思うの
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ですけど。総合的にＳというよりはＡかなという気がします。 

○北岡委員長  なるほど。 

○岡委員  そうですね。 

○北岡委員長  ここもＡという形にさせていただきたいということでございまして。 

 そういうことでございましたら、情報発信の部分とプロジェクトのショーケースのところ

をＡからＳに変更するということで、Ｓ、Ａ、Ａ、Ｓ、Ｂ、Ｓ、Ｓ、Ａという形で評価させ

ていただきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

○岡委員  結構です。 

○北岡委員長  どうもありがとうございました。これで、議題の（１）、（２）について

終えたいと思います。 

 では、続きまして、議題の（３）令和３年度の取組みについて。その後、その他について

御議論させていただきたいと思いますので、改めまして事務局より説明いただきたいと思い

ます。よろしくお願いいたします。 

○大阪市経済戦略局（井上課長代理）  それでは、資料３、令和３年度の取組みについて

御説明いたします。 

 まず、１ページめくっていただきまして、このうめきた地区におきますイノベーションハ

ブを中心に、今現在、大阪・関西からの人材・情報・資金を誘引・集積させるプロジェクト

を実施しておりますけども、令和３年度事業の実施におきましては、まず、実施する背景と

いたしまして、上段に３つ、２つの四角で書かせていただいておりますけれども、まず、こ

の間ずっと御説明をしております内閣府のグローバル拠点としての連携を強化する。そして

2025 年の大阪・関西万博の開催、スマートシティであるとか、そういうビッグチャンスと

いたしまして、グローバルに活躍できるスタートアップの創出を目指していく必要があると

いうところです。 

 それから、コロナ対策から始まったものでございますけども、オンラインによるイベント

実施、リアルに寄らない事業実施というのを進めると。これにつきましては、ビジネス機会

の減少というところもありながら、逆にスピード感をもったビジネス展開が必要であるスタ

ートアップにつきましては、海外企業との連携とかが容易になる。また、ＤＸであるとか、

ＡＩでありますとか、新技術を扱うスタートアップも多いというところで、そういうところ

もビジネスチャンスになっておりますので、こういう機会を逃すことなく事業ができればい

いのではないかというところがございます。 
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 そして、こちらの一番右の事業の効率化というところで、こちらは行政の事業手法の話に

はなりますが、スタートアップが必要とする施策や事業を機動的に立案・実行していくため、

大阪市から事業者のほうに求める事業というのを業務委託という考え方から事業交付金に変

更いたしました。これによりまして、単年度主義に陥らない弾力的な事業実施をすることが

可能となっております。令和３年度でこの３つのこういう背景を基にいたしまして、具体の

方針につきましては３ページに事業方針といたしまして目標を示しております。 

 ４ページに、事業の目標を示しております。まず、この上段の部分が産学官連携で組織を

いたしております、大阪スタートアップエコシステム・コンソーシアムの目標となっており

ます。そちらのＫＰＩ、目標につきましては、スタートアップの創出件数が、2020 年から

2024 年までの５年間でスタートアップ創出件数 300 社、うち大学発のスタートアップが 100

社。スタートアップの成長といたしまして、ユニコーンを３社輩出するとしまして、あとは

５億円以上調達のスタートアップを 75 社以上と。起業家の聖地化を目指しまして、外国人

起業家の誘致件数を 20 社。それから、万博を契機に活躍するスタートアップ輩出件数 50 社

ということでコンソーシアムの目標としております。 

 このコンソーシアムの目標を達成するのに大阪市の事業として何をやっていくのだと、何

を目標にするのだというところで、令和３年度から令和７年度まで、2021 年度から 2025 年

度までの期間になりますけれども、新たなプロジェクト創出の推進件数につきまして、400

件以上と。それから、スタートアップにおける資金調達額を 80 億円以上ということで設定

をして進めてまいりたいと考えております。 

 次のページからは、令和３年度の今の段階でこの大阪イノベーションハブにおいて実施を

行った、また実施を予定している事業について記載させていただいております。 

 まず、スタートアップとＶＣ、大企業が出会う場の提供ということで、スタートアップ単

体としては海外展開がなかなか困難である状況の中で、オンラインによるイベント開催であ

るとかマッチング機会の提供により支援を行ってまいります。 

 グローバル展開支援で米国では、大阪市の姉妹都市としてのシカゴ市とその他の姉妹都市

と連携のイベントを５月に実施いたしました。またジェトロロンドンとのピッチイベントを

共催で７月に。それから、アストラゼネカ様とのオープンイノベーションを７月に。台湾の

スタートアップテラスとのピッチイベントを８月に。そういう事業を実施する予定にしてお

ります。 

 続きまして、６ページ。この事業につきましては、昨年度、令和２年度に行っている事業
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を継続して実施することにはなりますが、国際イノベーション会議の「Ｈａｃｋ Ｏｓａｋ

ａ 2022」ということで、来年２月頃を予定に、これはオンラインのイベントとして予定を

しております。 

 それから、今年度、今回優勝者を出しました「ＧＥＴ ＩＮ ＴＨＥ ＲＩＮＧ ＯＳＡ

ＫＡ」ということで、大阪の開催では６回目になります。世界大会で前回優勝いたしました

ので、今回もどのようなスタートアップが参加いただけるのか楽しみなイベントになってお

ります。 

 また、海外ワークショップにつきましても、渡航制限をされている状況ではありますが、

各国の状況を踏まえてオンラインによる交流も含め、実施方法を検討してまいります。 

 続きまして、７ページ。各ステージのスタートアップ企業に向けた支援プログラムの実施

ということで、アクセラレーションプログラムにつきましては、ＯＩＨアクセラレーション

プログラム（ＯＳＡＰ）につきまして、第 11 期、第 12 期を実施いたします。第 11 期につ

きましては、もう既にプログラムについて参加企業は固まっておりまして、第 11 期の応募

総数は 50 社、うち８社を採択して、ただいま加速化支援を実施いたしております。 

 海外のアクセラレーションプログラム、先ほどのグローバル拠点の関係で出てきたアクセ

ラレーションプログラム支援でございますが、これにつきましてもまた国の募集の状況が定

まりました後、コンソーシアムのほうから代表選手を出して支援を実施したいと考えており

ます。 

 続きまして、８ページ。こちら、産学連携の推進ということで、これは今年度から新規で

新たに行う事業としておりますけども、大学発の研究シーズを活用したスタートアップ創出

に向けて、新規事業創出やオープンイノベーションに関心を持つ大企業からの経営人材候補

を集めまして、大学の研究者や研究シーズとマッチングを行える仕組みというのを構築する

という事業を今年度から３年計画で実施を行っております。 

 続きまして、９ページです。これは、今までも実施していた部分の継続になりますけれど

も、産学連携テックミーティング、研究者が発表する機会を設けて、共同研究開発や特許の

活用を目指す事業ですけれども。これは７月 29 日に、カーボンニュートラルに関する研究

シーズ等を公開するテックミーティングを開催させていただきました。 

 それから、下段になります。産学連携の研究開発にかかる費用の補助の、大阪市イノベー

ション創出支援補助金ですけれども。今年度につきましては、もう交付決定を全て終わって

おりまして、全部で９件の事業を採択して、今研究等を進めていただいております。 
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○大阪市経済戦略局（田原課長代理）  10 ページを御覧ください。グローバル拠点都市

の取組みと書かれております。これは、先ほど内閣府のプログラムを御紹介しましたけれど

も、それ以外にも、①経済産業省、②文部科学省が大学を中心としたプログラム、これは拠

点都市に対する支援メニューとして実施しております。 

 これは、まさに北岡委員長のいらっしゃる大阪大学さんにも主要なメンバーとして関わっ

ていただいているのですけれども。特に研究開発とか事業創出の加速化だけじゃなくて、イ

ノベーター人材育成とか、あるいは起業家教育を今度指導・支援する側の人材育成とか、研

究開発プロジェクトの推進とか、起業環境整備とか、多彩なメニューになっております。 

 これらは、これまでやってきております個社の支援とかイベントとかよりも、もっと大き

なスケールで、特に①は５年間にわたるプログラムになっておりまして、地域の産学官が全

て参画して強靭なエコシステムをつくり上げましょうと。さっき御指摘のありました、本当

にエコシステムに直結していくようなプロジェクトであると考えてますので、こちらを十二

分に生かして当初のミッションの達成に役立てていきたいと思っています。 

 ③は内閣府がやる今年度のアクセラレーションプログラム。これは、さらに今回ニーズに

合わせて産業分野ごとにきめ細かなメニューがつくられると聞いております。 

 以上になります。 

○北岡委員長  どうもありがとうございました。 

○大阪市経済戦略局（井上課長代理）  引き続きまして、資料４について、これは御報告

になります。こちら、「大阪の再生・成長に向けた新戦略 2021～2025」という戦略につい

ての御説明になります。 

 大阪府並びに大阪市では、これまで大阪の成長戦略や副首都ビジョンなどを策定し、大阪

の成長に向けた取組を府市一体で進めてまいりました。その結果、スタートアップエコシス

テム、グローバル拠点都市への選定でありますとか、2025 年大阪・関西万博の開催決定な

ど、大きな成果をあげてきたところでございます。 

 こうした成果を土台に、今般のコロナによるいろいろな影響を踏まえまして、経済や市民

生活へのダメージを最小限に抑えるために緊急的に取り組むべきもの、さらにはコロナ終息

に向けて大阪の再生・成長に向けて取り組むべき方向性を明らかにする「大阪の再生・成長

に向けた新戦略」が策定されました。 

 そちらの４．戦略の目標というところに、スタートアップの創出数、300 社創出と書かれ

ておりますが、３．取組みの方向性の部分で、「５つの重点分野から取組みを推進し、さら
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なる成長へ」というところの③スタートアップ、イノベーションの創出というのが掲げられ

ております。経済成長にかかる重点分野として、スタートアップ、イノベーションの創出と

いうのがあげられておりまして、これからスタートアップの支援、イノベーションの創出、

エコシステムの構築を行うに当たりまして、大阪府・大阪市の経済成長の中でも重点な分野

として位置づけられておるということを御報告としてあげさせていただきました。 

 ありがとうございます。以上です。 

○北岡委員長  御説明ありがとうございました。では、資料３、資料４の説明に関しまし

て、御意見、アドバイス、いろいろいただければと思いますので、委員の方、よろしくお願

いいたします。 

 まず、では岡委員、いかがでしょうか。 

○岡委員  ありがとうございます。かなりの取組をされていることは、もう前々から感じ

ていたのですけど、こうやって具体的にスライドを見せてもらうと、本当にかなりのリソー

スをかけてされているなと感心しました。 

 ただ、行政が予算を使ってされているのでなかなか難しいかもしれませんけど、一つアド

バイスというのか御提案したいとすれば、先ほどの話にリンクするのですが、大阪のエコシ

ステムに対して、実際、スタートアップがどう感じているのか、満足度とか、言い方はいろ

いろありますけど。僕自身がマーケティングを専攻していた関係で、どうしてもそこの満足

度が気になって仕方がないのですけれども。 

 できれば、恐らくメールアドレスをお持ちだと思いますので、それなりの満足度調査、さ

らにどのような不安とか不満とかニーズがあるかどうかを調査されて、それをまた俯瞰的に

見るというのも、今後大阪のエコシステムを次のステージに持っていくのに非常に重要なス

テップになるんじゃないかなと思いました。 

 今、カスタマーサクセスとかいろいろな言葉がありますけど、最終的には顧客体験をどれ

だけ高めるかということなので、そういった意味では、僕自身がスタートアップファースト

という立場でやっている関係で、そういった現場の本当に困っていることを本質的な大阪の

エコシステムに求めることがどんなことがあるのかなというのを深堀りできたらなと感じま

した。僕からは以上です。 

○北岡委員長  貴重なコメント、ありがとうございます。やはり、私も各大学から話を聞

いていて、京都と神戸とか和歌山とか、いろいろなところと連携する中で、やはりいきなり

東京に行かなくても大阪でできるのだったら大阪で頑張りたいなと思っているんだけど、大
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阪で何ができるか分からないから、それだったらいきなり東京に行こうかなというようなイ

メージがある方も多くて。大学発ベンチャーが、まずは大阪というところで、関西というと

ころで何ができるのかというのが明確化してくると、ワンステップ、そこから逆に東京に行

かなくてもそこからグローバルというのもあるのかなと思うので、岡委員がおっしゃるよう

に、やはり今関西で何が不満なのかというのはすごい重要なところだと思いますので。それ

はぜひ、非常に面白いかなと思います。 

○岡委員  さっき山本委員も言われてましたけど、資金調達にしてもミドル、レイターは

いま資金潤沢なんですよね。 

○北岡委員長  そうですよね。 

○岡委員  でも、シードとシリーズＡに行くまでが結構大変で。これが東京にはその辺の

ＶＣがたくさんいるんですけど、大阪にシードとアーリーに資金を出すＶＣがほとんどいな

いので。そういったことも直接よく聞く話なので。 

 あと、メンターの問題とか、大企業とのアライアンスが大阪はなかなかしてくれないよう

な、これは噂なんですけどね。その辺の先行投資をしてくれるような大企業がもっと増えれ

ばいいかなとも聞いています。 

○北岡委員長  ありがとうございます。フォーリー委員、いかがでしょうか。 

○フォーリー委員  さっきも申し上げたエコシステムの構築というところがそもそもの目

的のときに、こちらの今回のＫＰＩというのですかね、数値目標について資金を調達できた

とかという、出すほうが非常に多くて、イグジットのほうがないのかなと。なので、出して

そこがイグジットして、それがエコシステムで回っていくというところをつくっていくため

の一つの数値目標なのか、何らかの指標というのは一つあってもいいのかなという気がしま

した。 

 あと、もう一つなんですけど、ちょっとこれ、今改善されているかどうか分からないので

すが、この取組が始まった頃って、結構出てくるスタートアップが同じ顔ぶれというのがあ

ったような気がします。東京と比べると、やはり関西のスタートアップの数がまだまだ少な

かったというのもあって、最近増えていると思うものの、これは逆に大阪市さんの情報力も

あると思うのですが、いろいろなスタートアップの裾野を広げるという意味で、いろいろな

スタートアップが参加をしていただけるようなことが実現できるといいのかなと思いました

ので、そういったところも、もし参考にしていただければと思います。 

○北岡委員長  そうですね。先ほど私が言いましたように、各企業がどのステージにあっ
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て、イグジットがどの辺に、あと何年後に来るのかということ自体が把握されていなくて、

ただ、イベントに参加しているというだけだと、なかなかやはり支援もできないので。 

 やはり、来年イグジットの可能性があるベンチャーがどういうところがあるのかとか、あ

ともう一押しをしてあげれば数年後にイグジットできるところがあるのだという分析ができ

ると、それに対するサポートの方法とアプローチが見えてくると思うのですけど。 

 今は、多分イベントに参加したとか、資金調達がいくらしたというところで終わっている

のが多分一つ大きな問題だろうなと思います。 

 もう一つは、スタートアップの顔ぶれに関しては、これは大学発ベンチャーにも相当責任

があるなと私は認識していて。今、経団連、同友会と大学発ベンチャーを御紹介しているの

ですけど、正直初めて知りましたという方が多くて。我々の努力不足というのは、これはも

う責任があるなと思っています。 

 やはり、そういう意味では、せっかくであれば大阪市さんがこういう拠点構想を考えてい

るのであれば、今回経済産業省、文部科学省で２つ大きな事業が動いていて、大学発ベンチ

ャーの取りまとめを都市活力研究所と大阪産業局が今始めようとしているところなんですね。

そういう２つの母体が入ってきてくれているので、関西圏の大学発ベンチャー及び全てのス

タートアップを取りまとめるということは、結構１年ぐらいあればできちゃうんじゃないか

なと思っていまして。それが見えてくると、やはり海外の投資家や産業界もすごく近くにス

タートアップを感じられるのかなというのがありますので、ぜひ、裾野を広げるという意味

で大学も尽力していきたいなと思いました。 

○フォーリー委員  それは、すばらしいことだと思います。やはり発掘をするというとこ

ろと、発掘できるようなスタートアップの数を増やすというところはセットかなと思ってお

りまして。 

 大阪がすごく良くなってきてるとか、大阪が元気になってきているという声があり、機運

が上がってきているので、ここで万博に向けて一気に機運を高めるようなことをぜひ大阪市

さんのほうでやっていただけると大阪の活性化につながるのかなと思っております。 

○北岡委員長  山本委員、いかがでしょうか。 

○山本委員  万博で少し思ったのですけれども、万博で活躍できるスタートアップという

言い方をすると、じゃあ、どんなスタートアップなんだというふうに思うので。それもある

意味、産業分野というかクラスターとか、スマートシティなのか、違うエリアなのかという、

もうちょっと産業的な括りができるとアプライしやすいというか、スタートアップも集まり
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やすいのかなと思ったのが一つと。 

 あとは、今、フォーリー委員がおっしゃっていたように、エコシステムがすごく育ってい

くには、そこからイグジットスタートアップの資金とメンタリングがどんどんその中に入っ

ていく必要がある。スタートアップはメンターの実力とあと資金がどれぐらい入るかという

ので成長速度がすごく変わってくるので。今、資金調達をするのに時間がかかり、メンター

も会場に行くと会えるみたいな感じだと、正直、スタートアップのスピードでは成長できな

くて、そのスピードで成長できないと、成功するスタートアップも成功しなくなるというの

がこちらでは分析の結果になっているので。ＫＰＩに５社ユニコーンを輩出と書いていたの

ですけど、５社の前に早く１社、大きいところをぼんとつくって、そこの資金と人材が回り

始めると、そこから２社、３社、４社、５社というふうになっていくというようなフォーカ

スの仕方を考えてもいいのかなというふうに思いました。 

 あと、この御時世で全てがオンラインになってきていて、それはとても良いことなんです

けど。例えば、ベルリンにもテックスターズがありまして、ベルリンのテックスターズって

半数以上はドイツのスタートアップじゃない会社が入ってます。ベルリンのテックスターズ

のアクセラレーターに入ってくる企業は、ドイツで成功しようと思っていないこともないん

ですけど、それよりもグローバルで成功するためにグローバルなアクセラレーターに入るん

だっていうような意識があるので。 

 大阪の中でアクセラレーションプログラムを組む場合に、大阪の人材で、大阪で育ってほ

しい、そういうアクセラレーターなのか。それとも、海外のアクセラレーターが入って、グ

ローバルでいきなり成長しようとして、それがたまたま、今、自分に合うのが大阪だったか

ら大阪に来たというスタートアップなのかというところを少し考えられると、集めたいスタ

ートアップが集まりやすくなるのかなというのも思いました。 

 イノベーターの人材育成というところで、大阪内でのイノベーションを起こすためのイノ

ベーターの人材育成というのと、グローバルで活躍できるようなスタートアップを育てるた

めのイノベーター育成というのも少し違っていると思うのですね。なので、グローバルイノ

ベーターというのを育てていくのであれば、そこも育成の仕方というのがいくつかあるんじ

ゃないかなと思うので、それを例えば海外に出してそういう方を育てて、さらに戻して育て

るというのもありますし。 

 ベルリンとかですと、ベルリンをグローバルな場所にしていくためにベルリン州政府がア

ンバサダーとかを各地にもっていたりとかして。その違う地域で活躍している人たちがそれ
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ぞれのネットワークを構築して、そのネットワークを集める形でグローバルなネットワーク

をつくっているような状況もありますので、点で考えるのではなく、どうやってグローバル

な面を大阪からつくっていくかというようなイノベーターの育成の仕方という考え方もある

のかなと思いました。 

 最後に、その産業分野とかクラスターごとでのアクセラレーターをされるという計画をお

っしゃっていたと思うのですけど、それはとても良いことだと思います。やはりアクセラレ

ータープログラムってどこに入れば自分が伸びるのか、どんなメンターがいてくれるのかと

いうのはすごく大切なので。それはきれいにクラスターごとにとか、産業分野ごとに明確に

なっていると、スタートアップも、じゃあここにいけば自分たちに合ったプログラムがちゃ

んと得ることができるのだと判断しやすいと思います。 

 アクセラレーションプログラムって３か月とかかかったりして、合うメンターがいない場

合はスタートアップにとっても時間の無駄になってしまうので、そういうのがなくなるよう

なそういったアピールの仕方っていうのは、すごく良いのかなと思います。 

○北岡委員長  ありがとうございます。大阪大学でも岡委員に協力いただきながら、やは

り一人の成功者の与える影響ってすごく大きくて、阪大でも、シリアルアントレプレナーが

今数社出だしていて。やはり成功者の影響力っていうのはとてつもないなと思います。 

 だから、そういった意味で、やはりこういうイベントというか、アクセラレーションもタ

ーゲットを絞ってこれを育て上げるのだという、どちらかというと本当はみんなで仲良くが

いいんでしょうけど、１社を花開かせてしまうというのが多分すごく重要なのだろうなと思

いました。 

 あと、人材育成については、本当に大学としてはもうちょっと頑張らないといけないなと

思いながらも、やはりグローバルなベンチャーの人材を大阪という地で育てられるのかとい

う悩みをいつも持ちながらやっているところもありますので。やはり、我々はある程度の教

育機関でやっていますけど、やはりそれを本当にグローバルに育て上げるベンチャーのＣＸ

Ｏをつくるというのは、もうちょっと違う観点でやらなければいけないなと。まさに、我々、

今、京都大学や神戸大学と議論をしているところですので、これもぜひ大阪市さんと一緒に

進めていければというふうに思っているところでございます。 

 あと、最後に私自身、３名の委員からいただいた意見に同感なので、そこに関してはもう

これ以上述べるつもりはないんですけど。 

 一つ、やはりこの場を借りてお話しすると、なぜ大阪市が関西を取りまとめなきゃいけな



－ 31 － 

いのかというのが、やはり僕はもうちょっと大義名分があってもいいのかなと思っていまし

て。やはり、そうしないとＯＩＨがどういう存在なのかなとか、スタートアップエコシステ

ムの事務局は一体誰なのかというのが、やはりいまだにちょっと理解できていないのかなと

いう気がしています。 

 そういった意味で、やはりこの大阪という土地が別に大阪だけに全ての利益を誘導するわ

けじゃないので、先ほどお話がありましたように、大阪が元気になれば関西全体が元気にな

っていくわけであって。そういった意味で、このＯＩＨという場所で大阪市さんがどういう

形で関西全体を取りまとめるのかということについてはすごく重要なことだと思うので。そ

れについては、もう一回きっちりとまとめて関西全体が理解を共有化できるのがいいのかな

というふうに改めて感じたところでございます。 

 何かコメントで漏れていることがございましたらお受けしたいと思いますが、いかがでし

ょうか。 

 ありがとうございました。では、本日の議題（３）、（４）についてもこれで終えたいと

思います。 

 委員の皆様方、御意見ありがとうございました。本日いただきました御意見につきまして

は、今後の各事業に反映できるところは反映して進めていくことを期待したいと思いますし、

今後、評議会が開催されたときに、また改めてその進捗なりについていろいろ御意見をいた

だければと思います。 

 それでは、本日の評議会は以上をもって終了とさせていただきたいと思いますので、連絡

事項につきまして事務局から最後お願いしたいと思います。 

○大阪市経済戦略局（川村部長）  連絡事項の前に、一言、イノベーション担当部長 川

村から御挨拶をさせていただきたいと思います。 

 本日は、委員の皆様方から非常に忌憚のない御意見をたくさんいただきまして、我々とし

ても今後の施策に十分に生かしていけるようにこれから務めさせていただきたいと思ってお

ります。 

 最初の挨拶や途中の説明でも縷々させていただきましたように、今年度からＯＩＨの運営

を担っていただいている大阪産業局と大阪市との関係ですけれども、昨年度までは委託事業

ということで、こういうふうなことをこういうふうに何回やってくださいというふうな、そ

ういうお願いをしながら事業を進めていただいていた関係にございました。 

 ただ、今年度から、これは大阪市の中小企業支援施策全般に関わる話なんですが、そうい



－ 32 － 

った中小企業支援の施策については、産業局に対して交付金という形で、大阪市からは大き

な目標、ＫＰＩを示しつつ、その実際の進め方、やり方、例えばこれを何回するとか、そう

いった部分も含めて、それは産業局のほうで検討していただくという仕組みに変えさせてい

ただいております。 

 つまり、どういうことかというと、大阪市としては、まさに最初に北岡先生から事業の紹

介になっているよねという御指摘もあったのですが、これまでは促進評議会の中でこういっ

た事業をやっていきますということを御説明しながら御意見を承っていたと。 

 ただ、大阪市も産業局に対して実際にこういうことを具体的にお示しするというよりは、

大きい方向性だけを示して進めていただくという形になっているので。まさに、今日いただ

いたような種々の御意見、例えば大阪の強みって何とか、そういった部分とか。確かにこう

いう分析の仕方があるよねという御意見とか、そういったことをこういった場でもいただき

ながら、また、我々のほうでも行政として大きい方向性を考える中で組み込んで考えさせて

いただきながら反映していく。それもまた、こういった場でフィードバックさせていただい

て、また御意見を頂戴させていただくと。そういう形で今後進めさせていただけたらありが

たいなと改めて感じた次第でございます。 

 引き続き、今日が就任いただいて１回目の評議会ということで、引き続き様々な御意見、

御提言をいただくことになろうかと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 本日はありがとうございました。 

○大阪市経済戦略局（馬越課長）  委員の皆様、長時間ありがとうございました。 

 次回の評議会ですが、来年３月を予定しております。事務局から後日また日程調整の連絡

をさせていただきますので、次回もどうぞよろしくお願いいたします。 

 本日の評議会は以上で終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

 

閉会 午後５時２７分 

 


